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「サント・ブーヴ批判」から

「失なわれた時を求めて」

稲 葉 竹 俊

(I) 1908年秋から翌年の春まで

本稿で議論の対象となるのは， MarcelProustの小説， A la recherche 

du temps perdusの執筆開始の前段階のエクリチュールである。

現在， 多くの研究者は， 未完成小説， jean Santeuil 執筆放棄の後，

Ruskinの翻訳や時評家としての仕事に向けられていた Proustの活動が，

再び小説創作へ回帰していく時期として， 1908年初頭のあたりを想定して

いる 1)。だが， このく小説〉の執筆の試みも，その年の秋には放換~され，

Proust は Sainte-Beuve の批評方－法に対する批判を中心に据えた批評文

の執筆に着手する事になる。ここで，本稿が取り扱うのは，主さにこの

Sainte-Beuve批判の 1908年秋の執筆の開始から中断・放棄，そして将来

A la recherche du temps perduというタイトルを持つことになるく小説〉

の執筆へという曲折した経路をたどった，この時期の Proustの執筆活動

が，〈小説作製の歴史〉の上ではたした意義である。

この 1908年秋以降の Proust執筆活動は，すでに Quemar,Brunの諸

論文2）によってその全貌が， かなり仔細に明らかにされているc, これらの

研究者の仮説に従えば， 1908年 11月頃， Proust は， 前述した通り小説

執筆を断念し， Sainte-Beuve 批判執筆を思い立ち Carnet 73l にその

ためのノートを書きつけ始めるに到った。 そして， それと並行し，現在

Proust 454l と呼ばれている草稿の執筆を開始したが，この Sainte-Beuve

批判の計画は，その年の末には，くrecit）形式における批評文として構想
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される事になる。 この〈同cit＞形式を想定して書かれた Sainte-Beuve

批判は，現在 Bibliothequenationaleにある 62冊の Cahiers（草稿ノート）

中で最も執筆時期の早いと考えられる CahiersSainte-Beuve5l中， Cahier・

3,2,5, 7の順で、書かれたと思われる 4冊の Cahiers にその草稿を見出す

事ができる。そしてこの 4冊以降に書かれた 6冊の Cahiers，つまり Ca-

hiers 4, 37, 36, 7, 6, 57 (endroit）は，すでにく小説〉のための草稿ノー

トであり，その執筆時期は， 1909年 3月以降と推定される。これらの事実

関係の具体的な議論は Quemar,Brunの論文に任せるとして，これらの

研究が我々の関心を引く重要な点は， この時期の Proust の執筆活動が，

三つの大きな段階を経ていった事である。つまり， Sainte同 Beuve批判，

くrecit> 形式の Sainte-Beuve 批判， そしてく小説〉である。 以後，

Quemar等の命名を踏襲し， Sainte-Beuve批判のために書かれた草稿を

Cantre Sainte-Beuve《Essai≫，く recit＞形式の Sainte-Beuve 批判を

Cantre Sainte-Beuve 《 Recit》 と呼び， そのそれぞれを C.S.B.E, 

C.S.B.Rという略号で指示する事にする。

(II) C. S. B. Eの意図

1908年 11月以降に着手された C.S.B.E の目論見は， 今世紀初頭に

はなお偉大な批評家であった Sainte幽 Beuveの文学理念を批判しつつ，自

己の文学・芸術論を定位する事によって，小説執筆という野心の坐礁のい

わばく埋め合わせ〉をする事であり，また当時の Proustの健康の著しい

悪化の状況を考慮すれば，畢寛く文学的遺言〉とも言うべきものであった

と言えよう。 Proustにとって， この美学的理念は， jeanSanteuil執筆

当時から常に，彼の創作活動がそこをめぐって成されるような，一つの中

心軸ともいうべきものであった。度重なったく小説〉執筆の失敗も，この

Proustのるcritureの理念的局面のく小説〉形式に於ける具現化の困難さ

によるものだった事は， Blanchot6l等の批評家達の明らかにした所であ

る。

Proust の美学理論を本論で詳述する事はできないが， この理論は以下
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の点に要約し得ると考えられる。

つまり，第一に1 文学作品は作家の内的世界の反映であり，その社会的

人格の関与する所ではなく，よって伝記的調査や第三者の証言から作品を

把えようとする Sainte-Beuveに代表される批評方法は否定されるべきで

あるという反実証主義的文学観。第二に，この作家の内的世界は，知性に

よって分節化された世界認識にその根拠をもつものではなく，感覚的世界

に基づくものであるとする反知性主義。第三に， このような感覚的世界

は，無意識的記憶・夢・印象がさし示すシーニュ（signe）を芸術のシーニ

ュへと昇華させる事を通じて芸術作品の中に具現化され得るとする芸術

旬。

C.S.B.Eの草稿は， Sainte-Beuveの方法への批判や，この批評家の

誤読の対象となった作家（Balzac,Baudelaire等）の読解を通じて以上のよ

うな内容をもっ芸術論を例示しようとした Proustの意図乞断片にとど

まりつつも，はっきりと示していると思われる7）。しかし，この C.S.B.E

の企図は， 1908年の末には C.S.B.Rの企図と競合し，やがては放棄さ

れるに至った事は前述した通りである。

1908年 12月中旬， Proustは Noaille夫人宛に次のような手紙を送つ

ている。

Est-ce que vous voudriez me permettre sans preambules, de 

vous demander un conseil. J e voudrais, quoique bien ma lade ecrire 

une etude sur Sainte-Beuve. La chose s’est batie dans mon esprit 

de deux fac;ons di百長rentesentre lesquelles je dois choisir. Or je 

suis sans volonte et sans clairvoyance. La premiere est l'essai clas-

sique, 1’Essai de Taine en mille fois moins bien (sauf le contenu 

qui est je crois nouveau). La deuxieme commence par un recit du 

matin, du reveil, Maman vient me voir pres de mon lit, je lui dis 

que j'ai l'idee d'une etude sur Sainte-Beuve, je la lui soumets et 

la lui developpe .8l 

本書簡中， d’essai classique》と呼ばれているのが， C.S.B.Eの企

図であり，《 unrfrit du matin》と言及のあるものが， C.S.B.Rの企
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図であるのは言うまでもない。むしろ， ここで注目すべきは， この両者が

そのいずれか一方の選択を困難ならしめるような形で Proustに把握され

ており，この両者が短かい時間に継起して着想されつつ，並行的関係の中

で共存していたという事態である。

以下， Proustのペンが産み落したくシャム双生児〉とも言うべきこの

二つのくavant-texte）の問テクスト的類縁性という観点から， C.S.B.R

を考察する事にする。

(III) C. S. B. R の物語装置

C.S.B.Rの執筆はあくまで草稿の段階にとどまるものであリ，決して

一貫したくrecit＞が，先程言及した 4冊の Cahiers一一つまリ Cahiers

3,2,5，ιーーに定着される事はなかった。数度に渡って書き改められた断

片の集合が，これら Cahiersの内容である。従って，このくrecit＞が如

何なる構造を有していたかは，あくまで諸断片の照合から類推せざるを得

ない。而も執筆のプロセス自体は，くrecit＞の構造にゆらぎを生じせしめ，

加筆・削除の反復の中で逆に草稿の全体の統一性は， しだいに見失なわj〆し

ていった本ケースのような場合，着想、の起源に一個の一貫した執筆プラン

を措定する事自体，このエクリチュールの運動の重要な局面をーまずは不

問に付す事によってのみ可能な操作ではある。しかし，この運動の局面に

ついての考察を行なうためにも，その準備段階としてこのく recit＞の元

型を明らかにする必要がある。

まず， このく I・ecit＞の三つのシークエンスからなる基本的物語シェー

マを示しておこう。

C.S.B.R は， Kawanago9lの指摘したように，次のような《 triptyque

de l’article》とも呼ぶべき三つの主要な場合の連鎖から成立していると

考えられる。

( 1 ) 主人公 CJe）は，朝まで眠らずに起きている。

く夜明け〉

( 2) 母が主人公の寝室に入ヮてきて， leFigaroを彼に渡す： leFigaro 
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に主人公の記事が掲載されている。

( 3 ) 母との次に書くべき Sainte-Beuve批判の記事をめぐる会話。

さらに，この（l）～（3）の各場面に，夢や党醒時の身体的記憶，視覚や聴

覚映像による無意識的記憶や観念連合が配置される。つまり，

( 1 ) 夢や覚醒時の身体的記憶，ベッドの中から聞く街頭のざわめきに

よる観念連合。

( 2) 朝焼けの空の映像によって蘇った Julaへの旅行の思い出。

( 3) 風見の映像によって喚起される Venise旅行の記憶，バルコンの

とを戯れる日の光がもたらす観念連合及び幼児期の恋愛体験の蘇生。

以上のように C.S.B.Rは，夜明け前から早朝までの時間経過の中で，

主人公 （］e）に継起して起こる諸体験を提示し，いわば結論部ともいうべ

き部分に，母との会話形式による Sainte-Beuve批半i十一それは，すでに

C.S.B.Eでくessai）の形式で定着されていた を布置するという構

j査をもったのであった。

この C.S.B.Rと C.S.B.Eとが Proustにとって等価なものとして

把揮されていた事は，先程述べた通りであるが，それは如何なる事情に基

づくものだろうかc C.S.B.Rの（3）における会話部分が， C.S.B.Eの

内容を会話という形式で再現するものである事は宥易に予想、がつく。しか

し，この会話に先立つ記憶現象や観念連合の具体的措写の存在をどう説明

すべきなのだろう。 Proustにとって，それはく会話〉を整合性をもった

彩で導く一つの物語的戦略にとど主るものだろうかc

Kawanagoは C.S.B.Rの分析を通じて，会話に先立つ具体的措写を

0)から（3）へのく recit）の進行を遅らせる呉質な要素として，く会話〉

；二先行する具体的措写を《 segments中arenthese》というカテゴリーに分

填した10）。そしてこれらの異質の要素のくrecit）の内部に於ける存在理

由をく recit）に united'actionを導入するという機能に限定している。

しかし， この Kawanagoの分析はくrecit）を組織するにあたっての

Proust の目論見を考慮に入れず， きわだった機能主義的陥穿に落ち入っ

ているように思われる。つ主リ，このく segments-parenthese）とH手ばれ
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る部分が， Proust の美学理論の重要な一端を担う記憶現象や夢，さらに

は観念連合といった感覚的世界を具体的に提示しているという事態自身に

は何ら言及がなされていないのである。むしろ， これらの具体的描写奇心

分は，会話部分と緊密に結び合いつつ，一つのくrecit＞を形成するべき

ものとして，この企図の当初から着想されていたと考えるべきではなかろ

うか。

Suleimanは，その leroman a theseに関する研究の中で11)，くparobole

（寓話）〉がその一義的な意味（教訓やイデオロギ一等）を読者に伝達するた

めに必要な条件として，次のようなものをあげている。

1) 物語で起こったでき事を寓話として正しく解釈するよう読者に指針

を与える言葉（るnoneるinterpretatif）の存在。

2) 一義的なメッセージ伝達に必要十分な情報の冗長性（redondance)

が，くrecit＞の様々なレベルに仕組まれている事。例えば，物語レベル内

部での冗長性や物語外（extradiegetique）と物語内（intradiegetique）での

1）に相当する冗長性などが考えられる。

以上のようなモデ、ルに従って，先程その概観を示した C.S.B.R を再

び取りあげた場合，このく recit＞がきわめてく parabole＞に近い構造を

有している事が明らかになる。つまり， 1）の条件をみたすべく機能してい

るのは，勿論く会話部分〉であり，記憶現象や観念連合の再三・再四に渡

る描写は，物語内における凡長性を産み出していると言えるだろう。読者

のく会話〉に先立つ具体的描写の一般的な意味への還元は，この冗長性に

よって，より容易なものとなる。そして，読者へ伝達すべき一般的意味と

は言うまでもなく Proustの芸術理論である。このように， C.S.B.Rの

試みは，読者の読みを一義的な形で構造的にプログラム化したくpara-

bolique ＞なくrecit＞の構築であったと考える事ができる。また，

C.S.B.Eと C.S.B.Rの等価性は， C.S.B.Rをくrecitparabolique > 

として把握する時，より納得の行くものとなる。

C.S.B.Rの放棄は，この一義的な意味を生産するはずだったく物語装

置〉の瓦解の過程の中で惹起される事になるのだが，その問題は後述する
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事とし，やがて未完の長編小説執筆の中へ伝説的ともいえる異常な没入を

していった Proustにとって，芸術理論はどのような位置を小説の中で占

める事になったかをおさえておこう。

(IV) 理念小説としての VersionValette 

A Iα recherche de ten申sper du というタイトルの下に出版される小説

の執筆が始まった時期が， およそ 1909年 3月頃である事は前述した。そ

の後，小説の作製は順調に進行し，その年の 8月には，この小説は完成に

近づきつつあったと思われる。 Proust がその小説の発表を請け負ってく

れる出版社を探し始めたのも，丁度この時期である。

1909年夏， Proustは JVlercurede Franceの編集長 Valetteに次のよ

うな書簡をしたためている。

J e termine un livre qui malgre son titre provisoire : Cont re Sainte-

Beuve, Souveni'rs d’une Matinee est un veritable roman et un roman 

extremement impudique en certaines parties. Un des personnages 

principaux est un homosexuel. Et ceci je compte que, tout a fait 
a la lettre, vous m'en garderez le secret. Si la chose est sue avant 

le livre paru, nombre d’a mis devoues et craintif s me demanderaient 

d’y renoncer. De plus je m’imagine qu'il y a clans tout cela des 

choses neuves (pardonnez-moi) et je ne voudrais pas etre d句ouille

par d’autres. Le nom de Sainte-Beuve ne vient pas par hasard. 

Le livre finit bien par une conversation sur Sainte-Beuve et sur 

l'esthetique (si vous voulez, comme Sylvze finit par une etude sur 

les Chansons populaires) et quand on aura finit le livre, on verra 

(je le voudrais) que tout le roman n’est que la mise en oeuvre des 

principes d’art em is clans cette derniere partie' sorte de preface si 

vous voulez mise a la fin.12) 

この貴重な書簡は， 1909年夏の時点におけるく小説〉が C.S. B.Rの

末尾と同様， Sainte-Beuve批判や芸術論に関する会話を，いわば，結論

部として尚，変らずに保持している事を教えてくれる。また，小説全体は
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芸術理論の“ lamise en oeuvre”以外のものではないという規定がされ

てもいる。く parabole＞とは異なった形式をもっく小説〉に於いても，依

然として， Proustの最終的な意図は自己の芸術理論の表明にある。く小説〉

の中でく理論〉がどのような位置づけをされるようになるかについては，

後で述べる事になるだろう。

Proustの強い願いも空しく， laRecherche第一稿とも言うべき versioη

Valette は， Valette の出版拒否の憂目に会い，結局日の目を見る事はな

い。その後， Proustは，母による Franr:ozsle Champiの読書光景の再生，

マドレーヌ体験， lebruit de la fourchette contre l'assietteによるレミニ

センスといった小説内に散在している無意識的過去のエピソードに，この

記憶現象の芸術理論による説明の部分をつけ加える。 く会話〉部分のみな

らず， 物語内部の各所への理論の分散化を図るこの操作は， 1909年末か

ら1910年にかけて行なわれたと思われる 13）。 しかし， Matinee chez la 

Princesse de Guermantesでの文学的啓示を中心とする最終章 L’Adoration

perpetuelleが， Cahie;・ 57, 58に執筆され，〈会話部分〉に代わって《 his-

toire d’apprentissage ≫14）の結論部として配置されるようになると，分

散したく理論的説明〉は， この小説の末尾へと再び集められる 0 version 

Valetteの再加工の段階でも，作家の主要な関心の一つは，く理論〉の処置

である。

ホ
.,. 
’白、 ヰ：

以上，（II）から (IV）に於いて， C.S. B. E, C. S. B.R，さらにく小説〉

という，再三に渡る企画の変更の中で，一貫して維持され貫徹されたく理

念〉の支配を確認し，それによって，我々はこれら三つの時点を互いに結

びつける連続的な糸を手に入れる事ができたかのようである。この糸によ

って，この三つのテキストは相互に肯定し合い， Proust のエクリヂュー

ルは同語反復的な運動を帯びたものとして浮かび上がって来る。

しかし， このような視座によって把握されたエクリチュールは， “une 

etude sur Sainte-Beuve”というコンテクストからく小説〉のコンテク

ストへの移行の意義を十分に説明していないのではなかろうか。以後，こ
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の二つのコンテクストの連続性よりは非連続性や断絶に注目する事にす

る。

(V) C. S. B. R の解体

Ce qui a le plus de chance de paraitre un jour est Sainte-Beuve 

(pas le second pastiche, mais lモtude)parcc que cette malle pleine 

au milieu de mon esprit me gene et qu'il faudrait se decider ou a 

partir OU a la defaire.九fais j’ai deja beacoup oublie et qoique je 

devrais lire du tout, je lis beaucoup et dans un tout autre ordre. 

Neamoins si je suis encore vivant: cet aut:omne, il y a des chances 

pour que Sa£nte-Beuve ait paru et je crois que cela vous plaira.15) 

Proustが GeorgesLaurisに宛てた書簡からの引用である。この書簡

が書かれた 1909年 3月初旬には，すでに Sainte占 euve批判執筆の進行

が難渋をきわめていた事を窺い知ることができる。

以下， C.S.B.Rの草稿，つまり Cahier3, 2, 5, 7の4冊の Cahiersの

分析を通じて，上の書簡でも語られている C.S.B.R執筆の困難さ，そ

してその崩解のプロセスに光をあてる事にしよう。これら 4冊の Cahiers

の後に書かれたと推定される 6冊の Cahiersは，すでにく小説〉をその

コンテクストとして有する Cahiersであり，前述した versionValetteへ

と練り上げられていく事になるく小説〉の初めての草稿である。これらの

草稿については，次に簡略な内容の概略を記すにとどめておく。

Cahie；・4: Combray の最初の下書き，祖母との海岸地方での休暇

(Balbec 滞在の母体）。

Cahie1・37: Un amour de Swann の下書き， Saint-Loupの原型，

Jacques de Monturgis等 Guermantes家の人々の導入。

Cahier 36: Swannの死， lafemme de chambre de Picpus との出

会い。

Cahier 7 : Com brayに関する草稿の補足， M de Guercy (Charlus) 

を中心とした同性愛のテーマの導入。
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Cahier 6, Cah£er 51 : Cahier 7の補足・延長。

このような要約によっても， C.S.B.Rの枠組から開放された Proust

のエクリチュールが，いかに広大な小説空間へと拡張運動を成し遂げてい

ったかを理解するには，十分だろう。 C.S.B.Rから脱出した Proustの

筆は，堰を切った奔流のように流れ出し，急転直下，く小説〉の執筆へと集

中していった。しかし，く産みの苦しみ〉といった隠喰を用いて， C.S.B.R

執筆の困難さと〈小説〉のく誕生〉との間に，一つの有機的な生成の歴史

を安易に想定しではならない。むしろ，ここで、問われなければならないの

は， C.S.B.Rのく流産の苦しみ〉である。

(III）で示されたように， C.S.B.Rは，く parabolique＞な“ recitdu 

ma tin”として着想された草稿である。 4冊の Cahiersの分析にあたって

は，このコンテクストを念頭においておく必要がある。このコンテクスト

から逸脱していく要素の草稿内に於ける増加が，やがて，なしくずし的に

く流産〉を引き起こしていったというのがこの小論の仮説で、ある。 この事

態を考察する事にしよう。

前述したように， C.S.B.Rは，三つのマクロ・シークエンスによって

成立し，各シークエンスは，無意識的記憶や観念連合を具体的な場面の中

で提示する企画だった。これらの場面は，草稿中で再三に渡る〈書き直し

(re-ecriture) ＞の対象となる。 4冊の Cahiersの中での，このく書き直し〉

のプロセスは，次のページの図のように行なわれた。

以上のようなプロセスの中で， Proustのエクリチュールは，こう言って

よければ，情報のエントロビーを増大させるようなく雑音〉を増幅させて

いく事になる。換言すれば，く recitparabolique ＞を組織化し，支配すべ

きく理念〉のレベルに対して非関与的な要素の増大によって＜ parabole > 

は，十分な機能性を喪失していった訳である。

このプロセスを，具体的な例を挙げながら，遂一見ていけば膨大なスペ

ースを必要とするだろう。ここでは，表の 1.Souvenirs du dormeur 

eveilleの草稿にのみ議論を絞って例証する事にする。
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4. Le rayon 
du soleil sur 
le bakon 
（シークエンス
3) 

(3 R0 a 6 R0, 
4 Y0, 5 Y。， 6

一一一一一一一一→－R0,7 R0 et 6 
Y0 et 7 R0 ぉ
10 R。）

この場面は，く n：~cit du matin ＞の冒頭を形成するはずであった。深夜，

目を覚ました dormeurの時間的・空間的な認識の喪失を救済するかのよ

うに，脇腹や腕や足が，かつて自分が眠った部屋の幾っかを回想するとい

う身体的記憶のテーマが Cahier3で導入される。この Cahier3の段階

では，この記憶は一般的な現象として提示される事によってく理念〉的コ

ンテクストに背離する傾向は最小限にとどまる。

2r0 Parfois aussi le jour en paraissant au-dessus des rideaux ne vient 

pas seulement apprendre a celui qui vient de s’eveiller OU est la 
fenetre, ou est la cheminee; mais aussi clans laquelle de toutes les 

maisons qu'il a habitees, clans lequel [des] pays qu'il a visites, clans 

laquelle des annees de sa vie il se trouve. Car il a perdu en dor-

mant le plan des lieux OU il se trouvait, et reveille dans l'obscurite 

il est incapable de le reconstruire, de situer sa vie qui erre in-

certaine a la recherche d’un gite et d’un temps, et tous les murs 
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entre lesquels il a dormi se livrent clans l'obscurite un assaut 

furieux pour donner une forme au lieu inconnu ou il s’est eveille. 

A plus d'un de ses lieux, qui auraient du lui rester sacres si notre 

pensee et notre cαur n’avaient si peu de force il n’a jamais re-

songe depuis. Mais voici que son cote s'en souvient et son cou, et 

ses jambes allongees qui imaginent a leur gauche le petit cabinet 

de debarras de la maison必truitedepuis longtemps et les jouets 

entasses, et la vieille nourrice servante, et bient6t l’heure du reveil 

pour aller travailler sous la lampe avant l'heure du college, et 

3r0 devant lui la chambre OU ses parents dorment cote a cote. Mais 

dans l'obscurite la chambre change encore de forme et s’entoure 

d’une autre demeure situee dans un autre pays. Et tour a tour le 

jour se leve sur la cour de la caserne, et il faudra vite aller boire 

le cafe brulant a la cantine avant de partir en campagne marche, 

clans le jour a peine leve gaiement Gむecla musique quiむαreveiller

la ville endormie, et bzentot sonner dans lα campagne, musique en 

tege dans la ville endormie ; puis notre main croit s’approcher 

dans l'obscurite du grand bahut d’une chambre de chateau ；く c’est

donc les [illisible] ; mais non ce n’est pas un lit sur lequel nous 

sommes, cela doit etre la chaise longue ou on s'endort apres diner 

dans la villa au bord de la mer, mais il fait nuit, tout le monde 

est・ilalle se coucher m’oubliant ici; non j'ai accepte a diner> et 

nous flottons incertains entre les lieux et les annees qui tournent 

autour de nos yeux etourdis qui ne peuvent s’ouvrir. 

3R0 Ses yeux qu'il ne peut tenir ouverts n’imaginent aucune vie dans 

4R0 l'obscurite, mais son corps a qui sa fatigue donne comme une 

forme, incertain s'il s’eveille dans un son lit ou sur le fauteuil ou 

tout enfant il s'endormait avant de se deshabiller, imagine a cote 

de lui le petit cabinet de debarras ou gisent pele-mele tous ses 

jouets, et OU ses afjaires vetements etaient si di伍cilesa decrocher 

sous le rideau de [sic], et en face de lui la chambre ou ses parents 

dorment cote a cote. 

Mais deja son corps s’est cree un autre milieu ou le milieu ou son 
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corps essaye de se situer a deja change de forme et c’est tour a 

tour devant lui la cour de la caserne ou bientot le jour va paraitre 

et ou il va falloir descendre vite boire a la cantine le cafe au lait 

bouillant avant de partir en marche, deja les rangs se forment, 

musique en tete, qui sonnera des qu’on sera sorti clans [ ou de] la 

ville endormie ; mais non c’est le bahut de la belle chambre du 

Chateau de Reveillon qui est pres de moi, je me suis endormi 

avant de descendre diner, on doit etre a table, mais les murs se 

retrecissent, ma chambre fait un quart de cercle, ce sont d’autres 

chambres a cote de moi clans l'hotel d’AnむersOstende, mais on 

[n下ntendpas le bruit de la mer. Bah voila ma chambre qui 

descend au rez-de-chaussee, n'a plus de tapis, donne sur des pom-

miers en Bretagne, je suis sou百rantet maman dort dans la meme 

chambre au fond, pour m’en assurer je veux tater s’il n’y a pas 

de tapis et appeler maman, mais ma voix ne peut pas sortir de la 

Sr0 bouche et mon bras ne remue pas et pendant un instant encore les 

formes et les temps vont tourner autour de mon corps etourdi et 

rompu presentant un sentiment de l'avenir immediat qui change 

du devoir qu'il faudra emporter tout pret en partant pour le college 

en ayant ma le9on a reviser avant le roulement de tambour, et la 

peur de m’etre endormi clans le salon de jeu du cercle de Trouville 

et d’avoir釘る oubliequand [on] aura ferme et eteint les lumieres. 

（下線は引用者による。イタリツクは削除，く〉は加筆，［］は筆写を行

なった者の介入を表わす。）li)

上の引用は，身体的記憶による寝室の回想場面のために書かれた草稿の

一部分である。 3R0～SR。の草稿は， 2R0～3R0のく書き直し〉部分を含

んでいる。 2R。～3R0 のテキストでは， dormeureveille が，“ celui”，

'nous”といっt二主語で、担われる事によって，身体的記憶現象は一般的な

性格を与えられる。 これに対し， 3R0～SR。のテキストでは，主語として

“Je ”が支配的になるにつれ，回想、の対象となる寝室も“ lachambre du 

Chateau de Reveillon”“ Trouville”等，具体的な個有名詞によって限

定化されるようになる。これらの地名の背後には， Millyアの指摘したよう
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に， JeanSanteuilゃく自伝的源泉〉が控えているのだ、が， あくまでもそ

れは，テキストの表層に氾濫する事は抑止されている事によって，身体的

記憶現象自身に焦点を合わせるべきこのテキストの秩序を乱す事はない。

回想、現象自身よりも，むしろ回想対象の具体的記述へとエクリチュールが

傾斜して行く時，初めて理念的射程にはおさまらないテキストの雑音が生

ずる事になる。 Cahier3, IR 0 a 18R 0の草稿内では，まだこのような情

況は生じていない。

Proustは， Cahier3で、描かれた身体による寝室の回想、場面を Cahier7 

で，再度取り上げる。このく書き直し〉によって，“私”の回想、は，寝室

を起点にく外〉へと拡がって行く

例えば， Cahier3で素描された Chateaude Reveillonの寝室の回想、の

記述は， Cahier7の草稿では，〈寝室〉をさまよい出て，“私”が幼年時

代をすごしたあたりの田舎町や田園を城の女主人に付き添われつつ散歩す

る場面へと引きづられていく （Cahier人61R0,60R0, 59R0, 58V。）。この

場面が，やがて書かれる小説の最終章の重要なエピソード，つまり Mme

de St-Loup との Tansonvilleでの散歩の母体となる事は言うまでもな

い。だが， C.S.B.Rのコンテクスト内での，回想、対象の過度の個別化は

く理念〉への情報の集中化を妨げる分散的要素となる。

このようなエクリチュールの運動例として，今度は， Cahier5で導入

された夢の回想場面の草稿をあげてみよう。

夢は幼年時代のくtraumatisme）を呼び起こす。夢の中で，巻毛を司

祭や叔父に引張られそうになる時の恐怖や自慰による快楽が忘却の底から

蘇る。 Cahier5では，自慰による快楽の追想ば，次のような，きわめて

暗示的なものにとどまる。

[109V0] 

Dちautressensations si bαsses空u'unecrh）αzn ne serαit pas 口 cusα：ble

d'eηFαγler si 

くC’etaientaussi) d'autres impressions a peine plus moins ancien-

nes, < mais ) si basses qu’un ecrivain serait inexcusable de les 
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depeindre si l’impossibilite ou on est de les ressentir une fois passee 

la premiere adolescence, ne f ais[ait] leur en laissait le parfum, don・

nait quand elles passaient se montraient clans mes reves ce charme 

d’etre dるtacheesde tout lien avec la reαlite terre, de s’y epanouir 

comme des fleurs d’eau, et dotmer en somme le parjum de cet age 

aussi bien que d[e] comme tout ce qui a disparu avec lui, q[ue] 

poetique ou non, comme uneくchaude> journee peut etre e¥'oquee 
aussi bien par le bourdonnement des mouches clans la chambre, 

que par le parfum du lilas clans le parc. La Rochefoucauld a dit 

qu’on n’aime qu’une fois clans sa vie. ((Les autres amours sont 

moins involontaires.)) J’en dirai autant de ce plaisir qu’a l'age ou 

l'on ne connait pas encore l’amour on cherche seulement aupres 

de soi-meme. On ne le connait guere qu’une fois. Bien vite [109r］。

on y associe ne se contente pas d’y associer vaguement l'idee d'une 

femme, on s’imagine que c’est elle qui vous le donne, on est dans 

ses veut croire [ qu’on] n’est pas seul, on est clans ses bras, etくon

ne cherche pas ce plaisir solitaire pour lui・meme> on ne se donne 
en somme qu’une occasion de plus dモtreavec elle, comme clans 

les amours dont parle La Rochefoucauld on n’aime plus per[sonne] I 

que ce qui provoque a la femmeくqu’onaime) n’est plus qu’une 

maniere de provoquer en nous le trouble de !'amour qui la 1 ere 

fois fut involontaire, et si delicieux que nous voulons le multiplier 

en le goutant artificiellement. Aussi qu’est-ce qui caracterise mieux 

la quinzieme annee, que 

（下線は引用者による。）刊）

この引用部分は，夢による回想、を描く場面のいわばく結論部〉を形づく

るものとして書かれている。従って，“ on”の頻繁な使用にも典型的に示

されているように，一般化への傾向が特に顕著である。自慰の快楽への言

及も LaRochefoucauldの格言の傍に，対を成すように暗示的になされ

ているにすぎない。夢によって顕在化し，自我のく検閲〉をかいくぐって

出現する感覚的世界を肯定的に語る事がこの草稿のテーマである。

しかし，すでに引用の最後に Cαhier7での逸脱を予告するかのような，
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かすかな徴がまぎれこんでいる。このパッセージは，‘＇ Aussiqu’est-ce qui 

caracterise mieux la quinzieme annee, que”という文章の中途で，突然

中断されているが， Cahier1のく書き直し〉は，この中断箇所から大き

な脱線を示す。上に引用した Cahier5の一節と細部の小さな変更を除け

ば，ほぼ同一の一節の後， Proustの筆は Combrayの家の小部屋で、の初

めての自慰体験の記述へと，唐突に移行していく（Cahier 7, 68R 0）。この

移行の冒頭を次に引用する。

La Rochefoucauld a dit que nos premieres amours seules sont 

involontaires. Il en est ainsi aussi de ces plaisirs solitaires qui plus 

tard ne nous servent qu'a tramper l'absence d’une femme, a nous 

figurer qu'elle est avec elle. Mais a douze ans quand on va s'en-

fermer la Jre foi[s] j’allai m'enfermer pour la lre fois clans le cabinet 

qui etait en haut du chateau etくdenotre maison a Combray > OU 
des colliers de graines d’iris etaient suspendus，くceque je venait 

chercher > c'etait un plaisir inconnu, special original, [67v0] qui 

n’etait pas la substitution d’un autre. 

（下線は引用者による。）19)

Cahier 5では，その一歩手前で立ち留まる事によって抑止されたく逸

脱〉は，“ on”が削除され，“Je”に代われ“ chateau”が“ notre 

maison de Combray”に置換される時， もはや避け難いものとなったか

のようだ。 この引用部分の後，く souvenir-ecran＞とも言うべき自慰の場

面が描かれる（68R0,67V0, 66V0, 67R。）。さらに，この場面の末尾で，部屋

の外から漂ってくるリラの花の香が言及されると同時に，今度は，その呑

に誘い出されるように， Combrayの小川に遊ぶ子供達や名も知れぬ釣人

達といった，後に Vi、ronne川を彩どる事になるであろう諸情景へと記述

は移行していく（66V0,65V0）。このようなく漸進的横滑り〉のプロセスに

よって，その起点となった夢の回想場面から遠くへだたった地点までエク

リチュールは迷走していく。

以上， Souvenirsdu dormeur eveilleの草稿中から二つの例を取って，

C.S.B.Rが本来構築すべきだったく parabole＞のく書き直し〉による解
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ホ過程を示した。 この（V）の最初に図示したように， く書き直し〉；土， 各

シークエンスに配置された回想場面のそれぞれについて行なわれている。

従っ vて，草稿全体へと目を移せば，上に観察したようなエクリチュールの

迷走が，多発的かっ無秩序に各所で、生じている光景が浮かび上って来るは

寸工である。

無数の迷走線の錯綜と化した草稿に描かれたエクリチュールのプロセス

コ，記憶現象や観念連合の冗長性に基づいたく例証〉的提示を妨害し，読

者のく recit＞の綜合的解釈を不可能にする体のものであったといえよう。

そこでは，く parabole＞としての C.S.B.Rの企画の挫折は，避ける事

ができない。中心化を図る理念的レベルと脱中心化していくエクリチュー

ルの運動は， C.S.B.Rでは真向から互いを否定し合う関係の中に置かれ

ている。では， Proustがく小説〉執筆に着手した時，この二者の関係に如

何なる変動が生じたのか。

(VI) く小説〉の執筆

Cahiers Sainte・-Beuve後半 6冊の Cahiersがすでにく小説〉を念頭に

：－~いて書かれたものである事は，（V）ですでに述べた。また， Valette 宛

ο手紙の中で，やがて CantreSainte司 Beuve,S owvehirs d’une 1Watineeと

いうタイトルで呼ばれるようになる小説が， その末尾に C.S.B.R と同

様に，く会話〉を配していた事も (IV）で触れた通りである。では， C.S.

B.R とく小説〉を決定的に区別しているのは， どのような点だろうか。

これに関する議論で常に問題にされてきたのは， く小説〉の語日のシス

テム（systemede la narration）の定立であり，それによって開かれた小

説製作の可能性である 20）。しかし，この語りの問題に深く立ち入る事はせ

ず，その定立によってく小説〉の構造はいかなるものになったかを次のシ

ェーマで，まず示しておこう。

( 1 ) 主人公 (Je）は，朝まで眠らず起きている：かつて私が早寝をし
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ていた頃の身体的記憶による寝室の再生。

｜→ Combrayの物語セクション

！→Qu叫 1eville(Balbec）のセクション

｜→Parisのセクション

！→ Veniseのセクション， etc.

( 2) 夜明けを主人公 (Je）は迎える。

( 3 ) Sainte-Beuveや芸術論に関する会話。

このく小説〉の構造は， C.S.B.Rですでに定立されていたく recitdu 

matin）のシークエンスを維持しつつ，（1）の回想部分に小説の中心部分

を挿入して成立しているが，この挿入を可能にしたのは，早寝をしていた

時代の私の身体的な記憶作用を主人公（不眠の私）の寝室から，小説の舞台

への場面転換のための接続点として使用するという着想だった。こうして

Combray, Querqueville, Paris, Venise を舞台とする主人公の過去ので

き事がすべて語られると，主人公は朝を迎え，小説の末尾に母との理論的

会話が置かれる。また，物語構造は，語り手のくJe) 主人公のくJe〉二

不眠のくJe＞一早寝のくJe〉という三重のくJe）によって成立する語りの

システムによって支えられる事になる。

以上のような新しいコンテクストに置かれた Proustのエクリチュール

は， C.S.B.Rの草稿での無秩序から脱し，一気町成にく小説〉を構成す

べき各場面を描いていく事になるc この事態、は，〈小説〉の物語セクション

が， C.S.B.R のく parabolique）なコンテクストではく雑音的要素〉で

あった様々なレミニセンス場面を起点にした余剰部分を源泉として織りな

された事を考える時，初めて合点のいくものとなる。 C.S.B.Rでは，あ

くまで抑制せねばならぬ迷走は， く小説〉では， 物語を生産していく原動

力になる。

(V）で示したように， dormeureveilleの回想場面のく書き直し〉は，

Com brayの情景や Mmede St・Loupとの散歩といった，く小説〉の中で発

展されるべきテーマやエピソードをすでに産み出していた。また C.S.B.R

のシークエンス（2）に置かれていた朝焼けの空の映像による Julaの旅行
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の記憶の再生（Resurrectiondu ciel rouge）の場面は， Balbeeへの旅行

の途上での laitiereとの出会いのエピソードを産み出している。 Veniseへ

の母との旅行の回想が後に小説の一章を形成すべく拡大・発展させられる

のは言う主でもない。さらに，バルコン上の日の光によって換起された観

念連合の記述は，〈書き直し〉を経て， Gilberteへの愛の幾つかの場面を

予告するテクストへと拡張していたのだ21)。

しかし， 〈理論〉に関して非関与的だった要素が自由に再使用される事

によって成立する物語セクションをその中心部とする小説が，なお，理念

的書物としても存在し得る根拠は，先程示したように，その書物の語りの

待造の支柱として，身体的記憶現象が機能している事にある。 C.S.B.R

で（t, enonceのレベルで中心化を企てたく理念〉は，く小説〉ではるnon-

ciationのレベルでく小説〉の言説の生産を引き起こす。身体的記憶が，物

語セクションをく小説〉へと導入し，分節化する事によって，小説の理論

的メッセージは小説の構造へと血肉化されたのである。

ヰミ ＊ 、・，
丹、

(III）～（IV）に於いて，我々は Proustの執筆活動が常にその芸術理論

との関係の中で，終始規定されている事を確認した。 Proustは， これら

の分析においては， きわめて dogmatiqueな作家として把握される。 し

かし，（V）の C.S.B.Rの執筆のく現場〉には，このような単純なイメー

ジでは説明し難いエクリチュールの運動がある。そして，この相反するこ

つの志向性の共存を可能ならしめるくシステム〉の上にく小説〉が建造さ

れる事になる。このくシステム〉は，理念的構造によって，その構造とは

非関与的な要素を流通させる。 1908年秋から翌年の春までの執筆過程が持

~－）意義は，理念的構造の発見であるよりも，むしろこの奇妙なくシステム〉

の確立であったと言えよう。
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